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神戸新聞社令和5年 X 月 b 口(a )

両足の裏面前半分から指にかけて、餅が
ついているような違和感があります。腫れ

も痛みもないのですが、徐々に感覚が鈍く
なっています。糖尿病はなく、毎日約1万
歩は歩きますが、どこまで進行するのか不
安です。助言をお願いします。(76歳、男性)
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